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研究成果の概要（和文）：本研究では、最終報告書の編集にアイヌ民族当事者たちのインプット・フィドバック
も含め、当事者たちの声を研究プロジェクトの中心に据えること＝アクション・リサーチ研究を目指してきた。
先住民族による合同研究会を継続的に実施することにより、先住民族アイヌの「知」を規定する様々な要因を特
定できた。また、先住民族同士の合同研究の在り様に関する斬新な理論・方法論を発見した。このようにアイヌ
民族の「知」を規定する社会的構造と文化伝承のメカニズムの両面を同時に取り入れた研究として、本研究はこ
の国初と言って良いであろう。国際発表をしたところで、研究方法は称賛され、注目もされている。

研究成果の概要（英文）：This project represents the first collaborative conceptual research project 
between Ainu cultural activists and Japanese university researchers to be carried out in history. In
 addition to making significant progress toward clarifying a number of barriers to the Ainu peoples'
 access to their own Indigenous knowledge (IK), it was confirmed that the action research 
methodology of conducting joint workshop sessions between Ainu activists/cultural bearers and 
foreign Indigenous-identified scholar-activists was a strong catalyst to Ainu participants' 
empowerment and motivation to engage with Ainu IK. 
Simultaneously, it was discovered that the emphasis on storytelling which spontaneously arose 
through these workshops was both a characteristic of, as well as a catalyst to, the various 
participants' knowledge/identities. The action research methodology employed, as well as the unique 
method of proceeding via storytelling, have garnered the attention and praise of international 
scholars. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．当初の背景 
アイヌ民族の社会では、植民地化の経験と

同化政策の結果、本来の生業である狩猟採集
が生きた文化としては存在しなくなった。ま
た、アイヌ民族が集住し、従来のコミュニテ
ィの要素である家族間、世代間の頻繁な交
流・接触を残しているコタン（村）がほとん
ど存在しないと言っても過言ではない。つま
り、アイヌ民族で構成された家族が和人の入
植者から構成された和人の市町村の中に
点々と住んでいる状況である。従って、冠婚
葬祭に伴い伝授されるような知識をはじめ
として、共同体が健在の時に普段の生活の中
で伝わる先住民族アイヌの「知」（知識、知
恵、英知、価値観、世界観、情動）を成す要
素がかなりな程度断片化されてしまった。平
成 9 年に制定された「アイヌ文化法」が掲げ
る目標であるアイヌ文化の振興を果たし、こ
のような生活文化の衰退傾向を堰き止め、逆
転させようとするなら、先ず、そこに至らせ
しめた社会的過程を自覚し、現在のアイヌ社
会やそれに伴う文化を規定している要因を
可視化する必要があると思われる。同時に、
アイヌの人々を取り巻く社会的条件に関す
る分析作業とともにアイヌ民族の「知」の伝
承のメカニズムを明らかにする作業も急務
である。研究代表者のゲーマンは十数年前か
ら、単独でこのような作業に取り組んできて
いた。 
他方で、札幌近辺の大学、例えば、苫小牧

駒澤大学の北海道文化論コースや札幌大学
のウレシパプログラムのように、アイヌの子
弟のための高等教育プログラムが近年誕生
している。また、2020 年の東京オリンピッ
ク・パラリンピックに先立って建設される国
立アイヌ博物館に伴う教育・文化伝承者訓練
プログラム（例えば、白老の民族博物館で行
われている「担い手育成事業」）や北海道大
学の大学院（文学研究科の予定）でのアイヌ
関連のコースを順調に機能させるために、カ
リキュラムを組む必要性がある。 
このような状況に応えるために、論理的な

帰結としてそこで重要な課題として立ち上
がるのは、一方の地方のアイヌ共同体で辛う
じて生きた文化として残っているアイヌの
「知」と、他方で学校教育の内容を代表して
いる、「フォーマット化」された知とを上手
に組み合わせることができるかという問題
であろう。この二つの「知」の体系が接し、
主従の関係性が調整される過程をここで
「『知』の接合」と称する。 
当研究の当初の背景として、アイヌ民族の

「知」を規定する社会的構造と文化伝承のメ
カニズムの両面を同時に取り入れた先行研
究は研究代表者の研究以外は皆無と言って
良い。そこに当研究を行う重要性があった。 

またこの試みは同時に、植民地化の過程にお
いて、社会科学（人類学）が担った役目を自
覚的に反省し、いかなる研究プロジェクトに
おいても当事者である先住民族を研究の中
心に据える倫理的な義務があった。つまり、
当事者の立場を尊敬しないで、彼らを単なる
研究の「対象」として扱わず、植民地化の過
程を正当化するために調査結果を使わせた
研究者の歴史的行為を振り返りそれを反省
する必要がある。また、国際人権運動を掲げ
活動に取り組む先住民族団体や、当事者の視
点を最優先することを学問的理念とする先
住民族学をはじめとする学門分野が目指す
基準を最大限尊重する必要性を感じた。従っ
て、アイヌ民族の権利を最優先するために、
実際の研究手法として、地域参加型研究の方
法が最適であると判断し、アクション・リサ
ーチ研究を目指した。 
 
２．研究の目的 
以上の研究背景を踏まえて、研究の目的を

以下のように設定した： 
当研究の目的はアイヌの高等教育に携わ

っている教育・研究者（アイヌ、和人、外国
人）が先住民族研究者と一緒になり、海外の
先住民族文化復興運動の成功事例に精通し
ている先住民族出身の教育者や研究者を北
海道のアイヌの集住地に招へいし、アクショ
ン・リサーチ的なワークショップを通して海
外の先住民族の知にまつわる言説や実践か
ら学ぶ。それと同時に、現在のアイヌの「知」
の構築の行き詰まりを克服するための糸口
を体系的にしかも学術的に探り、また、その
プロセスを記録分析することにある。 
 
３．研究の方法 
本研究は、(1)「先住民族の教育のための世

界 大 会 」（ World Indigenous Peoples 
Conference on Education=WIPC:E への出
席および発表、(2)海外の先住民族教育・研究
者とのアクション・リサーチプログラムの実
施およびその記録、(3)これらを踏まえて、先
住民族アイヌの個別の「知」の構築に影響す
る要因や構造の分析と解明、(4)これらを受け
て、札幌近辺の高等教育機関における、地域
に根差した教育研究プログラム開発の検討
と実施という４つの研究を柱として、3 年間
かけて実施するものであった。 
ここで、先住民族出身の教育者や研究者と

一緒に研究に取り組む理由として、１）研究
代表者のゲーマンや研究協力者の lewallen
は 10 年以上の先住民族研究の中で、そのよ
うな人たちとの人的ネットワークを有して
いたこと、２）海外では先住民族学の研究・
教育取組みの歴史は長く、実際の成果を先住
民族運動と連動しながら築き上げた経歴が



あり、ひいては社会的構造を分析するのに先
住民族出身の教育者や研究者の知見が多大
な示唆に富むことが予測されること、３）
2013 年 9 月に北海道の平取町で行われた国
際合宿の経験を踏まえて、「アイヌ」の独特
な民族性を最大限引き出すことができると
考えた。また参加団体や個人の活動発表の中
でヘビーな内容が出てきた場合、それを癒し
に変え、乗り越えるすべを海外の先住民族の
活動家が提供できることを知り、当研究プロ
ジェクトにもそのよう結果が期待できる自
信があったからである。 
本来、アクション・リサーチ研究とは当事

者自身が抱えている問題に関する研究で、計
画立案、実行、分析、成果発表の全ての段階
において当事者が自主的に研究に関与する
研究のことを指す。けれども、当プロジェク
トにおいてはアイヌの「知」の構築・接合が
「問題」であるという意識を明確にすること
はできなかったこと、また、研究期間中にメ
ンバ―の入れ替わりも見られた。そのため、
「次善の策」として、途中から当事者たちが
研究立案者のゲーマンが提示した広範囲な
テーマについて自由に討論するというやり
方に変えた。次善の策として、ここではアク
ション・リサーチの定義を「当事者自身が抱
えている問題に関する研究で、分析、成果発
表において当事者自身が自主的に研究に関
与する研究」に再調整し、最終年度の終わり
に発行した報告書をもってその原理が可視
化され、当事者アイヌ民族の協議の下で元来
の研究形態に戻すことができるかどうかを
再検討した。結果として 2017 年 5 月の現在
でもアクション・リサーチ研究は調整を続け
ながら継続されている。 
実際の研究活動として、１）2016 年 5 月

18 日～25 日米国ハワイ州ホノルル市で行わ
れた先住民族教育のための世界大会（World 
Indigenous Peoples ’  Conference on 
Education）への参加・発表、２）ロシア連
邦ペトロパブロフスク・カムチャツキー市で
ロシアのアイヌ民族と交流をするための訪
問研修旅行、３）札幌における 5 回の研究合
宿（内 2 回は国際研究合宿）、４）北海道の
各地における 3 回の国際地域研究会、５）一
回の国際地域調査訪問（先住民族出身の教育
活動家とともに研究代表者が北海道静内地
区を訪問）、および６）一回の地域研究会を
行った。 
なお、付しておくと研究会を札幌中心の国

際研究会から国際地域研究会や地域研究会
に切り替えた経緯は当初の研究計画に沿う
ものでもあるが、そうすることにより、当研
究プロジェクトが注目している先住民族の
「知」に関するディスカッションの成果が実
に環境と密接に関わっており、当事者たちが

リラックスできる、住み慣れている場が相応
しいという判断から生じた選択であった。ま
た、この「知」の伝承の有り様が確認できた
ことが研究成果の一つである。 
なお、上記のプロジェクトの理念に沿い、

三年間の活動をまとめた成果物の研究報告
書（速報版、115 頁）以下「研究報告書」の
編集に当たって、先住民族アイヌの参加者た
ちとの共同編集で進めたことも本研究プロ
ジェクト特有の研究方法でもあるが、それは
同時に特筆に値する、類を見ない歴史的な成
果であることも付しておきたい。 
 
４．研究成果 
（１）Findings 
研究会の自由な討論から自然発生的に出

てきた具体的な話題について紹介する。アイ
ヌ民族の「知」へのアクセスを阻んでいる
様々な構造的要因（アイヌの民族的出自を肯
定的に受け入れる環境形成を憚る要因とし
て機能する差別、低所得、低教育歴、無関心、
代表組織の体制の不備）が確認できた。 
一方で、北海道内でもかなりの地域差も見

られ、観光化や文化・言語復興の影響でアイ
ヌ文化が地域の文化として端的に残ってい
る地域の事例も明らかとなった。 
更に、アイヌ民族の復興を目指す様々なア

イヌの個人や集団、地域の自治体の方々、学
者、海外の先住民族といったアクター達によ
って編み出されたネットワークの存在も
「知」の全体像の重要な一因と思わせる証言
も得た。 
先住民族アイヌの「知」の性質を示し、ま

た、和人との異文化間の軋轢の中でそれがど
のように現れるかについての貴重な一次資
料を得、研究報告書に掲載するとともにその
分析によりアイヌ民族の「知」の性質や特徴
をいくつか列挙できた。 
アイヌ民族にとって、複数の地域の代表が

集まり情報共有をするという活動は今回、有
意義な活動となった。また、このような活動
によりアイヌの状況が理解でき、それを肯定
化できる海外の先住民族の元で共同作業と
して行われるとアイヌ民族にとってエンパ
ワーメント効果があることを確認できた。 
現在までにアイヌの人々の集まりでは頻

繁に単なる鬱憤話や無力感につながる話が
見られた。しかしそれを相対化し、植民地化
や同化政策の中に位置づけ、歴史の負の遺産
を克服するために対応策が必要な実態とし
て積極的に位置づけることができる外部者
（他の先住民族や、先住民族研究に取り組ん
でいる非先住民族の研究者）がいることや、
活動実態が楽しく、前向きな雰囲気で進めら
れたことが研究方法論の成功の鍵のようで
ある。 



特に海外の先住民族とアイヌ民族が共に
共同研究に取り組む結果として、アットホー
ムな楽しい雰囲気から生まれた「渋谷ストー
リー」という「語りの共有」とでもいうべき
先住民族特有の現象が確認できた。この「語
りの共有」は、教育、福祉、や医療にわたる
ケアの分野に関する包括的（holistic）な視点
を聞き出す手法として有効かもしれない、と
いう興味深い成果を見出した。 
また、研究会の自由な討論から自然発生的

に出てきた課題の中に、マイノリティ支援や
多文化共生、地域開発から、民族教育の支援
と言った課題まで、多く含まれた。同時に、
研究代表者のゲーマンはアイヌの研究協力
者の二人から、それぞれに運動支援の依頼と
地域起こし活動への支援の依頼を受け、アク
ション・リサーチの内容は一層具体性・応用
性を帯びた。 
一方で、このような活動に対する資金援助

という点では、この効果にメリットを見出し、
それを中心とした事業や調査研究プロジェ
クトに対し助成金を出す機関の有無が課題
である。つまり、本研究に参加したアイヌの
活動家は全員普通の仕事をもっている上に、
様々な社会的活動（アイヌの文化復興活動、
アイヌの権利回復活動）に携わっているため、
多忙であるだけではなく、自らの活動資金を
必要としている。その結果、無料で研究会活
動に参加するわけにはいかないし、日本の
1/5 の面積を占める北海道の地方からの旅費
もままならない。ましてや、北米からの海外
ゲストの招へい費になると、高額になってし
まう。 
また、当研究が用いた方法論は問題がなか

った訳ではなく、一年目の最後にアイヌメン
バー全員が辞退したばかりではなく、最終報
告書が執筆される前の最後の国際研究会の
反省会において、「目的がまだ曖昧」という
批判も聞こえた。これらの指摘を深刻に受け
止め、真摯にそれらを踏まえて研究方法論を
改善していく所存である。 
 
（２）ロシアの訪問研修旅行の成果について 

2 年度目の終わりに、研究プロジェクトと
してのニーズとアイヌ民族の伝統的なコミ
ュニケーション・スタイルとの間の理想的な
バランスを模索していた時期があった。その
時に行われたロシア・アイヌの訪問調査は当
初予定していなかっただけに実りあるもの
であった。「（クリルアイヌと名乗る）アレク
セイ・ナカムラ氏の我々への反応もアイヌ民
族の伝統からかけ離れたものではなく、非常
に実りある訪問となった」（研究報告書、28
頁）。 
つまり、海外の先住民族出身の活動家とと

もになり、先住民族の「知」へのアクセスを

考えるという計画に、程度の差こそあれ、植
民地化やグロバール化に伴い、異なる民族間
であっても根底に共通する課題が横たわっ
ている前提があり、共に虐げられた歴史を共
有していることで出来る絆のおかげで、外部
者の非先住民族との共同作業のみにより得
られる成果とはかけ離れたレベルの成果が
あがることは合同ワークショップ形式の研
究手法に期待された。 
研究プロジェクト当初では、まさか国境に

よって分断されたアイヌ民族同士が一緒に
なり、今後のロシアのアイヌの文化伝承の課
題について話し合うことができると想像す
らしなかった。 
が、訪問団のメンバーは再びカムチャツカ

を訪れるよう招待され、クリルアイヌに関す
る学術資料等の提供も約束され、今後の文化
的交流は継続しそうである。「北海道のコミ
ュニティ側も今回の訪問については満足し
ている。カムチャツカ側ともその後の連絡が
とれており、双方にとって益があったと判断
してよいであろう」。（研究報告書、29 頁） 
 
（３） 業績 

WIPCE の会議でお世話になったハワイの
先住民族出身の活動家を札幌に招へいし、国
際集会を開催することにより、当研究プロジ
ェクトは 3年度目のはじめに予定していた国
際シンポジウムを既に 1年度目の終わりに実
施している。また３年度目の 2016 年 7 月 14
日に、連携した取り組みである北海道大学メ
ディア・コミュニケーション研究院共同研究
助成事業「大学と地域の先住民族・マイノリ
ティの対話と連携に基づいたエンパワーメ
ントに関する研究」の主催で、行われた国際
シンポジウム、「アイヌ民族の遺骨返還の意
義と研究倫理―心のこもった返還のために
―」に、本研究プロジェクトに参加している
Bob Sam 氏を招いての国際シンポジウムを
開催した。或いは、同じシンポジウムでも発
表をし、2016 年 12 月まで研究代表者の研究
室に 9 か月研究院研究員として所属した、ノ
ルウェイのトロムソ大学院在籍のアイヌ民
族出身の鵜澤加那子氏を交えた研究会「都市
部に生きる先住民族−アイヌ民族からボリビ
ア先住民族−」も連携企画として 2016 年 12
月 20 日に開催した。この他に 3 回の国際公
開研究会を開催している。 
出来上がった研究報告書は、日本国内外の

研究者から高く評価され、目指される共同研
究のモデルとしてとらえられている。アボリ
ジニ出身で、現在、オーストラリアのメルボ
ルン大学の副学長に相当するポジションに
あるオーストラリアのアボリジニ出身の学
者はこの活動をオーストラリアに紹介した
い、と称賛した。また、台湾の原住民族研究



者の中でも、「心強い」体制と評価されたよ
うであり、先住民族学を専門としている人た
ちの中では研究形態は高く評価されている。
研究代表者のゲーマンはアラスカ大学で発
表をし、好評を得た。一方で、Japan Focus
誌の特集に、ゲーマンは原稿の投稿に協力依
頼を受けるなど、今後の学術論文の依頼にも
つながりそうである。 
但し、プロジェクトに参加しているアイヌ

民族の参加者からは主体的に国際シンポジ
ウムを開催したいという要望がまだ見られ
ず、アクション・リサーチ研究に関するその
ような催しを現段階で行う段階になく、研究
代表者はそのような催しをひかえている。 
最後に、研究プロジェクトで収集したデー

タを北海道大学の授業に活用され、プロジェ
クトメンバーがゲスト講師として授業に招
へいされたりしている。学生、大学院生をア
イヌのコミュニティにフィールドワークに
連れていくという形で、研究成果が北海道大
学のカリキュラムに還元され、アクションリ
サーチの中で得られた洞察が存分に教室に
も活かされている。 
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